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「
ｍ
ａ
ｒ
ｕ
ｇ
ｏ
―
ｔ
ｏ（
ま

る
ご
ー
と
）」
は
高
齢
者
、
と

り
わ
け
定
年
後
に
周
囲
と
の
つ

な
が
り
を
失
い
が
ち
な
男
性
や

子
供
た
ち
、
ひ
き
こ
も
り
や
認

知
症
の
あ
る
人
も
、
個
性
と
経

験
を
生
か
し
、

自
分
の
役
割
を

持
っ
て
行
く

（
ｇ
ｏ
―
ｔ
ｏ
）

こ
と
が
で
き
る

場
所
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
新

潟
市
西
蒲
区
社

会
福
祉
協
議
会

や
有
志
が
構
想

を
練
り
、
名
称

に
は
全
て
の
人

（
丸
ご
と
）
に

利
用
し
て
ほ
し

い
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
畑
と
ハ
ウ
ス
は
岩
﨑
さ

ん
が
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
で
は
、
ナ
ス
や
ト
マ

ト
、
き
ゅ
う
り
、
枝
豆
、
ね
ぎ
、

ゴ
ー
ヤ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を

作
り
、
木
工
作
業
で
は
、
ヒ
ノ

キ
の
端
材
を
活
用
し
た
「
マ
ル

ゴ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
」
を
製
造
し

て
い
ま
す
。
切
断
し
、
ヤ
ス
リ

が
け
と
焼
き
印
を
押
す
一
連
の

作
業
。
衣
類
の
防
虫
・
防
臭
と

気
分
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
効

果
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　

訪
れ
た
日
、
ハ
ウ
ス
前
の
ピ

ザ
窯
で
は
、
畑
か
ら
収
穫
し
た

ば
か
り
の
シ
シ
ト
ウ
を
ト
ッ
ピ

ン
グ
し
た
ピ
ザ
や
サ
ツ
マ
イ
モ

が
焼
か
れ
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の

テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
ま
し

た
。「
ピ
ザ
が
お
い
し
い
よ
。

食
べ
て
、
食
べ
て
」
と
声
が
掛

か
り
ま
す
。
ハ
ウ
ス
内
で
、
手

際
よ
く
畝
づ
く
り
を
し
て
い
た

参
加
者
も
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

一
息
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ヒ
ノ
キ
の
切
断
を
担
当
し
て

い
た
菅
井
憲
秀
さ
ん
は
「
今
ま

で
と
違
っ
た
人
た
ち
と
交
流
で

き
る
。
そ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、
や
っ
た
こ
と

の
な
か
っ
た
農
作
業
な
ど
の
楽

し
さ
が
あ
る
」
と
話
し
ま
す
。

ケ
ヤ
キ
の
切
断
時
の
安
全
装
置

は
、
好
き
な
日
曜
大
工
の
腕
前

を
生
か
し
て
作
っ
た
そ
う
で

す
。

〜
新
潟
市
西
蒲
区
で
農
福
連
携
の
試
み
５
カ
月
〜

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
誰
も
が
集
え
る
居
場
所

巻頭
　

誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
農
作
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
居

場
所
「
ｍ
ａ
ｒ
ｕ
ｇ
ｏ
―
ｔ
ｏ
（
ま
る
ご
ー
と
）」
が
新
潟

市
西
蒲
区
で
ス
タ
ー
ト
し
て
５
カ
月
。
多
い
日
に
は
20
人
ほ

ど
が
参
加
し
、
野
菜
を
育
て
、
木
工
作
業
や
角
田
山
を
眺
め

な
が
ら
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
代
表
の
岩

﨑
典
子
さ
ん
は
「
形
に
な
っ
て
き
た
」
と
農
福
連
携
の
試
み

に
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
（
関
連
記
事
12
面
）。

岩﨑さん（前列左から２人目）ら笑顔あふれる参加者

ホッと一息。ピザも次々と焼かれる

畝を作って、種まき慎重にケヤキの端材を切断

ビニールハウスの居場所「marugo-to」
◇日　時　毎週月曜日　９時30分～ 12時30分
◇場　所　新潟市西蒲区松野尾
◇参加費　200縁（円）＝茶菓子代　
※問い合わせ　西蒲区社会福祉協議会　0256（73）3356
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読
書
の
秋
で
す
、「
ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書
館
」（
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
図
書
情
報
ル
ー
ム
）
で
新
着
図
書
90
冊
＝
表
参
照
＝
を

読
み
ま
せ
ん
か
。
新
た
に
加
わ
っ
た
の
は
、
購
入
し
た
図
書
約

30
冊
と
新
潟
医
療
福
祉
大
学
図
書
館
か
ら
新
し
く
借
用
し
た
図

書
約
60
冊
で
す
。「
ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書
館
」
は
社
会
福
祉
や
女

性
関
係
の
分
野
の
専
門
図
書
館
で
す
が
、
気
軽
に
楽
し
く
読
め

る
入
門
書
や
関
連
す
る
分
か
り
や
す
い
本
も
た
く
さ
ん
用
意
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
介
護
や
福
祉
の
世
界
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
…
。
専
門
職
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

購
入
し
た
図
書
は
、
実
務
書

の
「
実
例　

弁
護
士
が
悩
む
高

齢
者
に
関
す
る
法
律
相
談
」
を

は
じ
め
、「
新
潟
県
社
会
福
祉

史
の
基
礎
的
研
究
」「
続　

新

潟
県
社
会
福
祉
史
の
基
礎
的
研

究
」、
ま
た
豊
富
な
介
護
経
験

を
基
に
阿
川
佐
和
子
が
語
る

「
看
る
力
」、
一
人
を
こ
よ
な
く

愛
す
る
下
重
暁
子
著
の
「
極
上

の
孤
独
」、
そ
し
て
伝
え
る
力

を
磨
く
伊
藤
羊
一
著
の
「
１
分

で
話
せ
」
な
ど
多
彩
で
す
。

　

ま
た
、
新
潟
医
療
福
祉
大
学

か
ら
交
流
事
業
と
し
て
借
用
し

た
図
書
は
、
ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書

館
で
読
む
と
同
時
に
貸
し
出
し

も
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
の
第

１
回
目
は
シ
ニ
ア
向
け
の
生
き

方
や
食
事
、
健
康
づ
く
り
な
ど

の
内
容
で
し
た
。

　

第
２
回
目
の
今
回
は
、
福
祉

の
専
門
分
野
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。「『
現
場
』
の
ち
か
ら　

社
会
福
祉
実
践
に
お
け
る
現
場

と
は
何
か
」
や
「
介
護
現
場
は
、

な
ぜ
辛
い
の
か
」
な
ど
福
祉
の

現
場
に
関
す
る
も
の
や
「
介
護

に
役
立
つ
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の

教
科
書
」、
ほ
か
に
「
う
つ
の

世
界
に
さ
よ
な
ら
す
る
１
０
０

冊
の
本
」「
言
葉
の
力
、
作
業

の
力
」「
高
齢
者
の
食
と
栄
養

管
理
」な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て

読
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
読
書
週
間
（
９
日
ま

で
）
の
標
語
は
、「
ホ
ッ
と
一

息　

本
と
一
息
」
で
す
。
新
潟

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新
潟
市
中

央
区
上
所
）
に
来
館
の
折
は
、

「
ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書
館
」
に
も

気
軽
に
立
ち
寄
り
「
ホ
ッ
と
一

息
」
つ
い
て
く
だ
さ
い
。
ど
な

た
で
も
利
用
で
き
る
皆
さ
ん
の

図
書
館
で
す
。

新たに購入した「複合介護」など

ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書
館
で
読
書
の
秋

新
着
図
書
90
冊
、気
軽
に
楽
し
も
う

新潟医療福祉大学の図書特設コーナー

◇新着購入図書からの主なオススメ◇
エピソードで学ぶ成年後見人Part Ⅱ―虐待等対応と後見活動の視点―　池田惠利子　著
実例　弁護士が悩む高齢者に関する法律相談
家庭裁判所における成年後見・財産管理の実務　 
成年後見人・不在者財産管理人・遺産管理人・相続財産管理人・遺言執行者　片岡武ほか　著
新しい家族信託　遺言相続、後見に代替する信託の実際の活用法と文例　遠藤英嗣　著
新潟県社会福祉史の基礎的研究　矢上克巳　著
続　新潟県社会福祉史の基礎的研究　矢上克巳　著
未来の年表２ 　河合雅司　著
逃げられない世代　宇佐見典也　著
転げ落ちない社会　宮本太郎　著
極上の孤独　下重暁子　著
１日１ページ、読むだけで身につく世界の教養365　デイヴィッド・Ｓ・キダー他　著
スタンフォード式　疲れない体　山田知生　著
そっと無理して、生きてみる　髙橋幸枝　著
看る力　阿川佐和子　他　著
介護民俗学という希望「すまいるほーむ」の物語
複合介護　成田光江　著
子どもの貧困　渡邊由美子　著
地域福祉の弱みと強み　菊池まゆみ　著
読書という荒野　見城徹　著
老後の資金がありません　垣谷美雨　著
１分で話せ　伊藤羊一　著
自助論　Ｓ・スマイルズ

◇医療福祉大学新着図書からの主なオススメ◇
「現場」のちから : 社会福祉実践における現場とは何か　 尾崎新　著
介護に役立つアロマセラピーの教科書 : 現場で実践されている、心と身体のアロマケア
桜井かづみ　著
介護・看護現場のレクリエーション : 考え方と実践例　西村誠　著
対人援助の現場で使える聴く・伝える・共感する技術便利帖　大谷佳子　著
介護現場のクレーム対応の基本がわかる本 : プロフェッショナルの仕事術　濱川博招 著
ねたきりゼロQ&A : 介護現場からの 73の質問　三好春樹　著
介護現場は、なぜ辛いのか : 特養老人ホームの終わらない日常　本岡類　著
合理的配慮、差別的取扱いとは何か : 障害者差別解消法・雇用促進法の使い方 
DTP 日本会議　編
これならわかるスッキリ図解障害者差別解消法　二本柳覚　著
障害者差別禁止法とソーシャルワーク　ジョン・Ｔ・パーデック　著
認知症になっても人生は終わらない : 認知症の私が、認知症のあなたに贈ることば 
認知症の私たち　著
うつの世界にさよならする100冊の本 : 本を読んでココロをちょっとラクにしよう　寺田真理子　著
言葉の力、作業の力 : 自己を対象とした事例研究を読み解く　濱中直子　編著
医療・介護の現場で働く人の接遇の教科書 : 患者・利用者の心にひびく接し方
高齢者の食と栄養管理　日本栄養・食糧学会　監修
脳は回復する : 高次脳機能障害からの脱出　鈴木大介　著
だいじょうぶ認知症 : 家族が笑顔で介護するための基礎知識　和田行男　著
発達障害を仕事に活かす　星野仁彦　著
ボクには世界がこう見えていた : 統合失調症闘病記　小林和彦　著
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

開
始
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

　

10
月
１
日
に
新
潟
市
の
新
潟
日

報
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
で
「
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
開
始
セ
レ
モ

ニ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
57
回
目
と

な
る
空
の
第
一
便
伝
達
式
の
ほ

か
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
（
新
潟
市

江
南
区
）
の
園
児
か
ら
の
あ
り
が

と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
街
頭
募
金
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は

共
同
募
金
助
成
で
整
備
し
た
遊
具

に
つ
い
て
園
児
の
皆
さ
ん
が
「
素

敵
な
遊
具
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
み
ん
な
で
仲
良
く
遊
び

ま
す
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
皆
様
か
ら
街
頭
募
金

活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
園
児

か
ら
も
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
日
本
豪
雨
義
援
金
を

贈
呈

　

新
潟
日
報
社
と
新
潟
放
送
が
県

民
に
呼
び
か
け
た
義
援
金
４
６
６

１
万
７
３
９
０
円
（
両
社
か
ら
の

拠
出
金
、各
１
０
０
万
円
を
含
む
）

を
中
央
共
同
募
金
会
へ
贈
呈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
９
月
10
日
に
新
潟
ユ

ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
新
潟

日
報
社
の
小
田
敏
三
社
長
か
ら
は

「
被
災
地
の
再
建
に
役
立
て
て
欲

し
い
」、
新
潟
放
送
の
竹
石
松
次

会
長
か
ら
は
「
県
民
に
呼
び
か
け
、

被
災
地
を
支
援
す
る
の
が
私
た
ち

の
使
命
だ
」

と
の
挨
拶

が
あ
り
ま

し
た
。

　

中
央
共

同
募
金
会

の
渋
谷
篤

男
常
務
理

事
は
「
こ
の
義
援
金
は
新
潟
県

の
皆
様
か
ら
被
災
地
へ
の
温
か

い
励
ま
し
の
気
持
ち
で
す
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。障

害
者
支
援
施
設
車
両

助
成
交
付
式
を
開
催

　

県
遊
技
業
協
同
組
合
に
よ
る
障

害
者
施
設
へ
の
車
両
助
成
交
付
式

が
、
９
月
13
日
に
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
付
式
で
は
、
当
会
の
小
田
会

長
か
ら
社
会
福
祉
法
人
長
岡
福
祉

協
会
の
田
宮
崇
理
事
長
と
社
会
福

祉
法
人
村
上
岩
船
福
祉
会
の
田
巻

清
美
施
設
長
に
助
成
目
録
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

県
遊
技
業
協
同
組
合
の
佐
藤
孔

一
理
事
長
か
ら
は
「
今
後
も
地
域

の
支
援
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
き
た

い
」
と
挨

拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

田
宮
理

事
長
か
ら

は
「
永
く

大
切
に
使

い
た
い
」、
田
巻
施
設
長
か
ら
は

「
大
型
車
両
は
必
要
不
可
欠
。
フ

ル
活
用
し
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

第
６
回
赤
い
羽
根

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
を
開
催

　

10
月
８
日
、
第
６
回
赤
い
羽
根

共
同
募
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
が
新
津
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
開
催
さ
れ
、
１
５
１
人
の
参
加

者
が
秋
晴
れ
の
下
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
参
加
者
全
員
か

ら
15
万
１
千
円
の
募
金
と
、
新
津

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
新
潟
観
光
開

発
㈱
様
か
ら
５
万
円
の
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

優
勝
者
を
は
じ
め
各
賞
の
対
象

者
に
は
協
賛
企
業
か
ら
提
供
さ
れ

た
豪
華
な
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

Informat ion Red Feather

ありがとうメッセージ

街頭募金贈呈式の様子

贈呈式の様子

募金の贈呈
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賠
償
責
任

園
児
傷
害

賠償・傷害のセットプランをおすすめします！！

保険金額

賠
償
責
任

園
児
傷
害

年間保険料
定員数 保険料

保険金額 年間保険料
定員数 保険料

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、学校契約団体傷害保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

セットプラン
基本セット補償

天災セット補償

対人賠償
対物賠償
受託物賠償
　
人格権侵害
事故対応特別費用
被害者対応費用
　
死亡保険金
後遺障害保険金
入院保険金
通院保険金

1名→1億円　1事故→7億円
1事故→1,000万円
200万円（自己負担なし）
うち現金補償→20万円限度
期間中→1,000万円
期間中→500万円
1事故→10万円限度
（見舞金・見舞品は1名につき5万円限度）
121.2万円
程度に応じて死亡保険金額の4％～100％
1,700円*
1,100円

41～50名
51名以降　　　　
1～10名増ごとに
90名まで　　　　

91～100名
101名以降　　　
1～10名増ごとに
150名まで　　　

151名以降　　　
1～10名増ごとに

22,700円

1,200円

29,300円

1,200円

1,420円

園児1名
1口あたり
（2口まで加入できます）

870円

対人賠償
対物賠償
受託物賠償
　
人格権侵害
事故対応特別費用
被害者対応費用
　
死亡保険金
後遺障害保険金
入院保険金
通院保険金

1名→2億円　1事故→10億円
1事故→1,000万円
200万円（自己負担なし）
うち現金補償→20万円限度
期間中→1,000万円
期間中→500万円
1事故→10万円限度
（見舞金・見舞品は1名につき5万円限度）
108万円
程度に応じて死亡保険金額の4％～100％
1,500円*
1,000円

41～50名
51名以降　　　　
1～10名増ごとに
80名まで　　　　

81～90名
91～100名
101名以降　　　
1～10名増ごとに
150名まで　　　

　

151名以降　　　
1～10名増ごとに

28,000円

1,500円

33,900円
36,200円

1,500円

1,800円

園児1名
1口あたり
（2口まで加入できます）

1,190円

プラン 2
保育所利用者の補償

❶園児の傷害事故補償　
❷来園者の傷害事故補償
❸園児送迎車搭乗中の傷害事故補償

プラン 4
社会福祉法人役員の補償 　　社会福祉法人役員等の賠償責任補償

プラン 3
保育所職員の補償

❶保育所職員の労災上乗せ補償
❷保育所職員の傷害事故補償
❸保育所職員の感染症罹患事故補償

基本セット補償保険料計算例
100名で加入の場合

賠償

傷害
870円
×100名
×1口

合計

29,300円

87,000円

116,300円

＊手術保険金のお支払額は、入院中
の手術の場合：入院保険金日額の
10倍、外来の手術の場合：入院保
険金日額の5倍となります。

http://www.fukushihoken.co.jp

ふくしの保険 検索

●簡単、便利な
　インターネットで手続きを

〈SJNK17-17292 2018.1.12作成〉

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

個別プラン

◆加入対象は社会福祉法人等が運営
　する認可保育所、認定こども園

平成30年度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（保険期間 1年）

プラン 1
保育所業務の補償

❶基本補償
　　オプション4クレーム対応サポート補償
❷個人情報漏えい対応補償
❸保育所の什器・備品損害補償

新設

改定
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平成29年度新潟県民間社会福祉職員退職積立基金制度
引き続き加入施設・加入者数は増加傾向

4　給付の状況 （単位：円／人）
平成27年度 平成28年度 平成29年度

退職者給付総額 526,541,654 506,205,883 500,628,298
一時金給付総額 508,827,651 485,052,623 475,902,472
一時金給付者数 1,646 1,576 1,550
一時金平均額 309,130 307,775 307,034
年金給付総額 17,714,003 21,153,260 24,725,826
年金延給付者数 476 559 623
年金給付平均月額 12,405 12,614 13,229

1　加入施設・加入者の状況
平成27年度末 平成28年度末 平成29年度末

加入施設・団体数 601 616 631
加入者数 21,581 22,121 22,539

※届出の遅れ等により、数値が変動することがあります。

2　年齢・男女別加入者状況
年　　齢 男　性 女　性 合　計 構成比
20歳未満 16 27 43 0.2%

20歳以上30歳未満 1,284 3,019 4,303 19.1%
30歳以上40歳未満 1,954 3,940 5,894 26.2%
40歳以上50歳未満 1,686 4,298 5,984 26.5%
50歳以上60歳未満 899 3,935 4,834 21.4%

60歳以上 458 1,023 1,481 6.6%
合　　計 6,297 16,242 22,539 100.0%

3　加入期間・男女別加入者状況
期　　間 男　性 女　性 合　計 構成比
1年未満 534 1,570 2,104 9.3%

１年以上５年未満 1,511 4,188 5,699 25.3%
５年以上10年未満 1,599 4,033 5,632 25.0%
10年以上15年未満 1,089 2,800 3,889 17.3%
15年以上20年未満 706 1,685 2,391 10.6%
20年以上25年未満 468 1,051 1,519 6.7%

25年以上 390 915 1,305 5.8%
合　　計 6,297 16,242 22,539 100.0%

2018年９月11日～2018年10月10日福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉NNNNNNNEEEEEEEWWWWWWWSSSSSSS

　本制度は、県社協の会員である施設・団体に勤務する職員が退職する際に年金もしくは一時金を支給し、
生活の安定に寄与することを目的とし運営しています。
　平成 29年度末時点での加入者数は 22,539 名となり前年度に続き、増加傾向にあります。また、男女別
でみると男性が 28％、女性が 72％となっており、年齢別では 40代が最も多く 26.5％となっています。加
入期間別では、１年以上 5年未満が最も多く 25.3％となっており、10年未満の加入者が全体の 59.6％を占
めています。
　平成 29 年度における給付状況は、退職年金が計 24,725,826 円、退職一時金が 1,550 名に計
475,902,472 円支給しました。
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民間福祉施設の火災や災害、防災に備え備品整備に助成
平成30年度社会福祉基金運用益活用助成事業

№ 施設・事業所名 備品名 助成額

1 梨の里 防炎カーテン 200,000

2 ケアステーション魚沼 HONDA防音型インバーター発電機900VA　EU９IGB　エネポ 110,000

3 まきはたの里 自動体外式除細動器（AED） 200,000

4 グループホーム同朋 正弦波インバーター搭載発電機 130,000

5 障害者支援施設　浦田の里 非常用照明器具 170,000

6 ポルカ 防災バッグ、防災カーテン、レール 60,000

7 長久の家 AED（自動体外式除細動器） 200,000

8 障害者支援施設　はまなすの家 防災カーテン（レース）、レール 190,000

9 なないろ ヘルメット、さすまた、防護楯、警 130,000

10 グループホームぬくもりの家 防犯カメラ、デジタルレコーダー 200,000

11 障害者支援施設　いずみの里 防災頭巾、折り畳みリヤカー 200,000

12 自立援助ホームたいむ 業務用消火器３㎏、防災バッグ 160,000

13 障害者支援施設ロングラン 防犯カメラ 200,000

　新潟県社会福祉協議会では「新潟県社会福祉基金（県社協設置）」の運用益を活用し、県社協会員の障害者支援施
設ならびに障害者共同生活援助（グループホーム）児童施設に、火災や災害に備える発電機、防災カーテン、ヘルメッ
トなどの防火・防災備品整備や防犯カメラなどの防犯備品整備へ13施設約 223万円を助成します。

 

951-8133 
1-47-1  

TEL 025-267-1221 FAX 025-233-7255 
URL http://kenkyosai.jp  
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み
ん
な
で
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
、
ラ
ン
チ
も
好
評

　

福
祉
の
拠
点
で
あ
る
長
岡
市

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ト
モ
シ

ア
」１
階
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
に

あ
る
カ
フ
ェ
。
店
名
は
、
あ
ら

ゆ
る
人
を
温
か
く「
く
る
ん
で

い
き
た
い
」と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
り
に
面
し
た
明
る
い
店
内

は
、
気
軽
に
立
ち
寄
る
お
年
寄

り
ら
の
憩
い
の
場
と
も
な
っ
て

お
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て

い
る
そ
う
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
を
は
じ

め
、
緑
茶
や
ほ
う
じ
茶
、
季
節

の
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
の
セ
ッ

ト
、
軽
食
な
ど
を
安
価
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
替
わ
り
ラ
ン
チ
も
好
評
で

す
。
出
発
点
と
な
っ

た「
お
む
す
び
セ
ッ

ト
」（
４
０
０
円
）は

週
３
回
で
、
ほ
か
に

カ
レ
ー
や
麺
類
、
ハ

ン
バ
ー
グ
の
各
セ
ッ

ト
が
決
ま
っ
た
曜
日

に
提
供
。夏
に
は「
夏

野
菜
カ
レ
ー
」や「
冷

や
し
う
ど
ん
」を
用

意
、
季
節
感
も
演
出
し
て
い
ま

す
。

　

新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
は
、
接
客

と
調
理
に
携
わ
る
障
が
い
の
あ

る
人
と
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
が
相
談
し
て
生
み
出

し
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
が
ア

イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
に
生
ク
リ
ー
ム

と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
ト
ッ
ピ
ン

グ
し
た「
く
・
る
〜
む
コ
ー

ヒ
ー
」。
評
判
の
一
品
で
す
。

11
月
１
日
の
開
店
２
周
年
祭
で

は
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の「
手
作

り
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
」、「
手
作

り
お
は
ぎ
」な
ど
も
好
評
で
し

た
。

　

開
店
２
年
、
来
客
ら
と
の
交

流
の
中
で
、
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
も
そ
の
場
に
応
じ
た
接
客

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

と
言
い
ま
す
。

福祉の店

味わい散歩

カ
フ
ェ
　
く
・
る
〜
む

社
会
福
祉
法
人　

長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

（
長
岡
市
表
町
２
丁
目
２
―
21　

ト
モ
シ
ア
１
階
）

◇
10
時
〜
16
時

◇
年
末
・
年
始
休
み

◇
☎
０
２
５
８
（
３
２
）
５
２
０
０

●

●

●シティホールプラザ
　「アオーレ長岡」

★
カフェ く・る～む
（トモシア１階）
カフェ く・る～む
（トモシア１階）

長岡駅

大
手
通
り

大
手
通
り

スズラン通りスズラン通り セントラル通りセントラル通り

ながおか
町口御門
ながおか
町口御門

●まちなかキャンパス
　長岡

長岡商工会議所

市民センター

●市営表町駐車場

　

あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
ま

だ
幼
い
子
ど
も
が
一
緒
に
外

を
歩
い
て
い
ま
す
。
ふ
と
目

を
落
と
す
と
、
道
ば
た
に
一

輪
の
花
が
咲
い
て
い
ま
し

た
。「
ね
ぇ
ね
ぇ
、
見
て
、
お

花
！
」。
そ
う
子
ど
も
か
ら
言

わ
れ
た
時
、
あ
な
た
は
ど
の

よ
う
な
言
葉
を
返
す
で
し
ょ

う
か
。

　

心
理
テ
ス
ト
か
何
か
を
し

よ
う
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
花
に
限
ら
ず
、
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
自
分

の
側
に
い
る
人
に
、
発
見
と

そ
の
喜
び
を
伝
え
よ
う
と
す

る
子
ど
も
の
姿
を
目
に
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

対
す
る
大
人
の
反
応
は
三
者

三
様
で
、
家
族
の
状
況
や
親

子
の
関
係
性
が
垣
間
見
え
る

よ
う
で
、
興
味
深
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
〝
気
づ
き
〞

と
そ
の
感
情
を
流
さ
ず
に
受

け
止
め
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の

心
を
豊
か
に
育
む
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
大
人
の
場
合

で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
相
手
の
気
持
ち

を
受
容
し
共
感
す
る
こ
と
は
、

相
手
の
心
の
安
寧
に
も
つ
な
が

る
で
し
ょ
う
し
、
相
手
が
自
分

自
身
を
認
め
て
い
く
こ
と
に
も

繋
が
り
ま
す
。
そ
ん
な
分
か
り

き
っ
た
こ
と
、
何
を
今
更
と

（
特
に
福
祉
職
の
方
に
は
）
言

わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、

目
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
る
日
々
の

中
で
、
私
た
ち
は
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
そ
う
い
っ
た
も
の

に
心
を
寄
せ
、
耳
を
傾
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
う
ん
う
ん
、
わ
か
っ
た
か

ら
、
ほ
ら
、
ち
ゃ
ん
と
前
見
て

歩
い
て
」。
冒
頭
の
た
と
え
話

に
戻
る
と
、
何
気
な
く
こ
ん
な

風
に
返
す
こ
と
の
方
が
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
て
も
急
い

で
い
る
と
か
、
よ
そ
見
を
す
る

と
危
な
い
と
か
、
や
む
を
得
な

い
状
況
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、

こ
の
こ
と
自
体
が
悪
い
と
は
思

い
ま
せ
ん
。
で
す
が
時
に
は
、

「
わ
、
ほ
ん
と
だ
。
き
れ
い
だ

ね
」
と
一
緒
に
目
を
細
め
る
、

そ
ん
な
瞬
間
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
よ
り
密
に
、
心
は
結
ば
れ

て
い
く
も
の
と
思
う
の
で
す
。

 

（
実
央
）

ず～む
2018
Vol.32

わ
か
ち
あ
う
こ
と
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糸
魚
川
白
嶺
高
等
学
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
部
は
、
有
志
に
よ
る

同
好
会
か
ら
始
ま
り
、
平
成
22

年
に
部
と
な
り
ま
し
た
。
福
祉

に
興
味
を
持
っ
た
生
徒
が
集
ま

り
、募
金
活
動
に
参
加
し
た
り
、

缶
飲
料
の
プ
ル
ト
ッ
プ
を
集
め

て
寄
付
し
た
り
と
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
現
在
は
、
市
内
の
福
祉
施

設
や
市
の
機
関
か
ら
声
を
か
け

て
い
た
だ
い
て
、
行
事
や
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
お
手
伝
い
を
し
た

り
、
市
民
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
一
つ
の
活
動
は
さ
さ
や

か
で
す
が
、
毎
年
呼
ん
で
い
た

だ
け
る
行
事
も
増
え
て
、「
こ

の
間
も
や
っ
て
た
ね
。
頑
張
っ

て
る
ね
」
と
地
域
の
み
な
さ
ん

か
ら
親
し
く
声
を
か
け
て
も
ら

え
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

最
近
は
着
ぐ
る
み
の
役
を
す
る

こ
と
も
多
く
、
部
員
は
女
子
ば

か
り
で
す
が
、
は
り
き
っ
て
参

加
し
て
い
ま
す
。
毎
回
、
職
員

の
方
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
温

か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、ま
た
、

そ
の
活
気
に
触
発
さ
れ
て
部
員

た
ち
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
の
役
に
立
ち
た

い
、
将
来
の
職
業
（
福
祉
関
係

や
教
育
関
係
）に
役
立
て
た
い
、

な
ど
の
目
的
で
入
部
す
る
生
徒

が
多
い
の
で
す
が
、
実
際
に
活

動
し
て
み
る
と
、
周
り
の
人
た

ち
か
ら
温
か
い
励
ま
し
や
感
謝

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
活
動
自

体
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

活
動
の
中
心
は
、
地
域
イ
ベ

ン
ト
の
お
手
伝
い
で
す
が
、
平

日
は
週
２
回
程
度
、
放
課
後
に

校
内
で
の
活
動
も
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
は
、
手
話
の
勉
強

の
他
、
集
ま
っ
た
エ
コ
キ
ャ
ッ

プ
の
洗
浄
や
作
文
の
入
力
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
自
主
的
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
主
活
動

に
は
、
年
に
１
度
行
わ
れ
る
県

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会
で

知
っ
た
他
校
の
活
動
も
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

部
員
は
、
こ
れ
ら
の
経
験
を

通
し
て
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
福
祉
の
活
動
を
身
近
に
感

じ
、
ま
た
、
い
ろ
ん
な
世
代
の

人
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
知
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
は
部
員
た
ち
自
身
に
と
っ
て

大
変
貴
重
な
経
験
で
あ
る
と
と

も
に
、
地
域
の
人
を
も
元
気
づ

け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
に
も
参
加
で
き
、
更

に
見
聞
を
広
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
他
の
部
活
動
や
生
徒

会
活
動
と
掛
け
持
ち
の
部
員
も

い
ま
す
が
、
で
き
る
範
囲
で
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し

て
糸
魚
川
の
町
を
盛
り
立
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
顧
問

長
谷
川
　
美
香

＝
次
回
は
１
月
号
に
掲
載
＝

に
い
が
た
☆
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

笑
共に
顔

Vol.４

【部紹介】
　現在の部員は７人。
活動の中心は、地域行
事のお手伝いや啓発
キャンペーンの呼びか
け、募金活動。その他
にも地域のゴミ拾いや
エコキャップ回収、手
話の練習などを行って
いる。

温
か
い
励
ま
し
に
や
り
が
い
感
じ
て

全国総合文化祭に参加

障がい者とその支援体験

糸
魚
川
白
嶺
高
等
学
校ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部

◆日　時　11月６日（火）10時 30分～ 16時
◆会　場　アオーレ長岡　市民交流ホールＡ　
◆入場無料、どなたでもご来場いただけます
　10:30 ～　活動発表会
　13:00 ～　交流会　（ホール BC）
　14:15 ～　記念講演会
　演題「ボランティアが障害者をつくる！？～思いやりの危うさ」
　講師　海老原宏美氏
　　　　　（人工呼吸器ユーザーの地域支援のために

仲間と「呼ネット」副代表）
◆問い合わせ　県高文連ボランティア専門部　栗川
　　　　　　　（電話 070-5010-5833）

第５回新潟県高等学校ボランティア大会
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昔
、
王
瀬
に
長
者
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
信

濃
川
に
は
オ
オ
ス
ケ
コ
ス
ケ
と
い
う
鮭
の
主
が

い
て
、
霜
月
15
日
は
オ
オ
ス
ケ
コ
ス
ケ
が
川
上

の
お
宮
を
参
る
日
な
の
で
、
漁
は
休
む
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
王
瀬
長
者
は
こ

れ
を
捕
ら
え
よ
う
と
、
漁
を
す
る
よ
う
漁
師
に

言
い
つ
け
ま
し
た
。

　

漁
の
前
の
晩
、
オ
オ
ス
ケ
コ
ス
ケ
が
長
者
の

夢
枕
に
立
ち
、
漁
を
や
め
る
よ
う
に
言
い
ま
し

た
。
長
者
は
構
わ
ず
に
漁
を
さ
せ
ま
し
た
が
、

１
匹
も
魚
が
獲
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と

が
あ
っ
て
か
ら
ま
も
な
く
、
長
者
の
家
は
没
落

し
ま
し
た
。
こ
の
話
は
産
卵
の
た
め
に
遡そ

上じ
ょ
う

す

る
鮭
を
捕
ら
え
る
こ
と
を
禁
じ
た
話
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

景け
い

行こ
う

天
皇
の
時
代
、
全
国
を
平
定
す
る
た
め

各
地
に
天
皇
家
の
人
が
派
遣
さ
れ
、
沼
垂
に
天

皇
の
皇
子
が
来
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

２
人
の
皇
子
は
王
五
・
王
六
と
言
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
孝
徳
天
皇
の
時
代
に
こ
こ
に
渟ぬ

足た
り

の

柵き

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
朝
廷
の
支
配
に
従
わ
な

か
っ
た
蝦え

み
し夷
を
服
属
さ
せ
る
た
め
の
前
線
基
地

で
す
。
オ
オ
ス
ケ
コ
ス
ケ
の
伝
説
は
、
ア
イ
ヌ

の
人
が
神
の
魚
と
呼
ん
で
い
る
鮭
が
登
場
し
ま

す
。
蝦
夷
と
ア
イ
ヌ
が
同
じ
人
々
で
あ
れ
ば
、

王
瀬
長
者
が
決
ま
り
事
を
破
っ
た
の
は
、
そ
れ

ま
で
仲
良
く
し
て
い
た
蝦
夷
を
裏
切
っ
た
こ
と

を
暗
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
王
瀬

長
者
は
王
五
・
王
六
の
子
孫
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

屋
敷
跡
は
地
名
と
な
り
、
木
戸
の
あ
っ
た
所

が
今
の
上
木
戸
・
中
木
戸
・
下
木
戸
・
山
木
戸

で
、
牡
丹
を
植
え
た
庭
が
牡
丹
山
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
牡
丹
山
諏
訪
神
社
か
ら
は
円
筒

埴は
に
わ輪

や
５
世
紀
の
鎧よ

ろ
い

が
出
土
し
、
日
本
最
古
の

城
柵
へ
思
い
が
広
が
り
ま
す
。

　　

文
・
絵　

高
橋

　
郁
丸

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
民
俗
学
会
理
事
・

新
潟
妖
怪
研
究
所
長
）

新潟ユニゾンプラザ 情  報
貸ホール・貸会議室は新潟ユニゾンプラザへ
　多目的ホール、大会議室、大・中・小研修室など
用途や規模にあわせてご利用いただけます。
　無料の専用駐車場（220台）を完備しております。
◆貸室の利用申込方法
　 ユニゾンプラザホームページよりお申し込みくだ
さい。貸室の予約状況も公開しています。
　URL：http://www.unisonplaza.jp/

の

鮭
の
オ
オ
ス
ケ
コ
ス
ケ
　
信
濃
川
の
主
、
そ
の
捕
獲
は
裏
切
り
の
暗
示
？

◆主な貸室の紹介
【多目的ホール】

［座席数］448席
　固定席：336席
　可動席：112席
［舞　台］
　間口：14.6 ｍ
　奥行：8.1 ｍ
　高さ：7.6 ｍ

【多目的ホール親子室】

　各種の視聴覚設備を取り揃えた
ホールです。448席のうち、前側
112 席はステージの下に収納で
きます。また、ホールには、子ど
も連れの方用に「親子室」がありま
す。

　施設内にてイベント開催時には、主催者が保育ルームを開設
し、子どもを預ける場所として無料でご利用いただけます。館
内の貸出施設と合わせてご予約ください。また、館内には「授乳
室」もあります。

【保育ルーム】 【授乳室】
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福 祉 の 現 場
No.34NNNNNoo 3.33444

　

４
〜
５
年
前
か
ら
の
思
い
が
具

体
化
し
ま
し
た
。
昨
年
秋
こ
ろ
か

ら
新
潟
市
西
蒲
区
社
会
福
祉
協
議

会
と
構
想
を
詰
め
、
今
年
６
月
４

日
に
２
棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を

拠
点
と
し
た「
ま
る
ご
ー
と
」が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

毎
週
月
曜
日
の
午
前
中
、
大
人

も
子
ど
も
も
参
加
で
き
る
、
す
べ

て
の
人
が
や
り
が
い
と
生
き
が
い

を
持
っ
て
行
く（
ｇ
ｏ
―

ｔ
ｏ
）こ
と

が
で
き
る
場
所
で
す
。

　
「
気
軽
に
来
て
ほ
し
い
。
地
域
の

茶
の
間
な
ど
は
女
性
が
多
く
な
り

が
ち
で
、
男
性
は
行
き
場
が
少
な

い
。
で
も
男
性
は
パ
ワ
ー
も
あ
り
、

持
て
る
知
識
を
生
か
す
場
と
し
て

ほ
し
い
」と
男
性
シ
ニ
ア
の
参
加
に

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
ひ
き
こ

も
り
の
人
に
も「
こ
こ
を
ベ
ー
ス
に
、

外
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
良

い
な
」と
心
の
訓
練
場
と
し
て
の
活

用
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

訪
問
介
護
事
業
所
の
管
理
者
の
経

験
を
生
か
し
て
、「
ラ
イ
フ
パ
ー
ト

ナ
ー
か
く
だ
山
」を
立
ち
上
げ
、
西

蒲
区
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
、

認
知
症
の
人
を
中
心
に
し
た
居
宅
介

護
支
援
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
や
り
た

か
っ
た
」。
同
時
に「
農
業
が
衰
退
す

る
中
で
、
そ
の
知
識
を
生
か
し
伝
え

る
こ
と
が
で
き
た
ら
。
そ
の
た
め
に

は
自
分
が
農
業
を
知
ら
な
け
れ
ば
、

と
サ
ツ
マ
イ
モ
作
り
か
ら
始
め
た
」

と
言
い
ま
す
。「
農
福
連
携
」と
い
う

言
葉
が
、
盛
ん
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
前
か
ら
構
想
を
抱
い
て
い
た
と

の
こ
と
で
す
。「
ま
る
ご
ー
と
」で
そ

の
一
歩
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
「
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

来
て
も
ら
い
た
い
。
各
の
力
量
で
や

れ
る
こ
と
が
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に

あ
る
」

　

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
笑
顔
が
絶
え

な
い
岩
﨑
さ
ん
。
ハ
ウ
ス
に
も
笑
い

声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
族
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
の

運
営
。
夫
を
は
じ
め
義
父
、
義
母
、

そ
し
て
息
子
と
娘
も
立
ち
上
げ
か
ら

手
伝
い
に
来
て
く
れ
て
い
る
と
言
い

ま
す
。

農福連携の思い結実。多くの人に来てほしい

岩﨑　典子さん
（ボランティア団体marugo-to（まるごーと）代表）

「
福
祉
に
い
が
た
」
に
つ
い
て
、
ご
意
見
、
ご
感
想
、

知
り
た
い
テ
ー
マ
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
〒
9
5
0ｰ

8
5
7
5　

新
潟
市
中
央
区
上
所
２
―
２
―
２

　

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
階　

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
企
画
広
報
課

◆
フ
ァ
ク
ス　

0
2
5ｰ

2
8
1ｰ

5
5
2
8　

◆
Ｅ
メ
ー
ル　
o
a
s
i
s
u
@
f
u
k
u
s
h
i
n
i
i
g
a
t
a
.
o
r
.
j
p

ご
意
見
ご
感
想
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
（
事

務
局
・
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議

会
）
は
設
立
30
周
年
を
記
念

し
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
が
ん
ば

ら
な
い
」
の
著
者
で
あ
り
、
医

師
で
あ
る
鎌
田
實
氏
を
招
き
公

開
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
多

く
の
県
民
の
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
（
旧

新
潟
県
高
齢
者
大
学
）
は
、
シ

ニ
ア
世
代
へ
学
習
の
機
会
を
提

供
し
、
仲
間
づ
く
り
や
地
域
活

動
の
担
い
手
を
養
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
平
成
元
年
に
設

立
さ
れ
、
今
年
30
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
現
在
、

同
窓
会
事
業
企
画
会
議
の
メ
ン

バ
ー
（
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟

卒
業
生
）
に
よ
り
、
当
日
は
講

演
会
を
は
じ
め
、
卒
業
生
や
在

学
生
、
ま
た
県
民
の
方
々
が
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

地
域
福
祉
課　

石
川
、
目
﨑

　

☎
０
２
５-

２
８
５-

１
４
０
０

■期　　日　平成 30年 12月 19日（水）
■時　　間　13:00 ～ 16:30
■会　　場　新潟ユニゾンプラザ多目的ホール（新潟市中央区上所）
■主な内容　①オープニングセレモニー
　　　　　　②主催者・学長あいさつ
　　　　　　③卒業生活動事例発表
　　　　　　④鎌田實氏による記念講演及びサイン会
■入場無料　どなたでも参加できます。（事前に申し込みください）

（鎌田　實 氏）


